
　　　　

令和6 年 10 月 1 日

13 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
①季節に関するイベント　（初詣・夏祭り・クリスマス会　・BBQ・プール）　　②学習に関するイベント（小集団・集団活動・作業訓練）③　工作に関するイベント（スライム作り・自
由工作・季節によっての制作活動）④運動に関するイベント（プール・体操・体幹・感覚運動・トランポリン）⑤SSTに関するイベント（カルタ取り・ゲーム・小集団活動）　⑥電車で
GO・野外活動

（別添資料１）

家族支援

・保護者様の子育てや将来に関する困りごとや不安感に対する相談支援

移行支援

・本人の特性や保育園等で受けてきた支援をモニタリングや担当者会議、
面談を通じて共有する

地域支援・地域連携

・担当者会議に参加　情報収集　情報共有　を行う
・医療機関との情報共有　連携を行う 職員の質の向上

・社内研修（月　１）
・社内研修への参加

支　援　内　容

ねらい　・健康状態の維持、改善　生活のリズムや生活習慣の形成　・基本的生活スキルの獲得　トイレトレーニング、着替え、身支度　食事
手先、指先の強化を取り組み・活動に入れる（トング・箸・鉛筆の使い方・紐通し）

ねらい　・姿勢と運動　動作の向上・姿勢と運動、動作の補助的手段の活用・保育する感覚の総合的な活用
当事業所のピログラム・体操やダンス・スポーツを通じた運動療育・視覚や聴覚、触覚を刺激するようなゲームやクイズ・運動、・感覚過敏な児童に配慮した環境設定

本
人
支
援

ねらい・認知の発達と行動の習得・空間、時間、数等の概念形式の習得・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得　具体的な支援内容 感覚や認知の活用　視覚、聴覚、触覚等の
感覚を十分活用して、必要な情報を収集して認知機能を発達を促す為に制作活動（例季節による制作等）や身体遊び（例：サーキット）を学習プログラムとして取り入れる。・視覚から行
動への認知過程の発達

ねらい　言語の平成と活用　・言語の受容及び表出・コミュニケーションの基本的能力の向上・コミュニケーション手段の選択と活用　　　具体的な支援内容　１人１人の子供を適切に評
価し、具体的な事物や体験や言葉の意味を結びつける等により、体系的な言語のしょ習慣、自発的な発声を促す支援プログラムを立案し実践する。・子供の発達段階に応じた話し言葉や各
種の文字・記号等を用いて、相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えたりする等、言語の受容し表出する支援を行う。個々に配慮された場面における人との相互作用を通して共同注意
の獲得等を含めたコミュニケーション機能の向上のため支援を行う。指差し・身振り・サイン等の活用　子供の発達段階に対応するコミュニケーション手段（例：指差し・身振り・サイン
等）を選定し、環境の理解と意思の伝達ができる機会を積み重ねていけるように環境及び関わり方の調整を実践する。・読み書き能力の向上のための支援　指文字・文字等のコミュニケー
ション手段の活用　　指文字　文字　多様なコミュニケーション手段を活用し環境の理解と意思の伝達ができるよう支援する。

遊びを通して他者ぼ動きを真似する事で他者や社会との関りの芽生えを支援する（相手の表情・感情を知る・自分の気持ちを伝える）
見立て遊び、つもり遊び、ごっこ遊び、順番やルールのある活動、遊びを取り入れる（ままごと　ブロック）
集団行動におけるルールやマナーを学ぶ（散歩・野外活動・避難訓練）

支援方針

・個別活動、集団活動を通して子供たちが将来自立した生活を送る為のサポートを行う
・利用者の気持ちに寄り添って成長できるよう支援を行う
・周囲への感謝、挨拶、約束を守るなど利用者様の手本となる姿勢で対応する

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
・最高の品質と心のこもった行動を通じて利用者様とその家族の笑顔と明るい未来の為に貢献していく
・障がい者が、生まれ育った地域の中で安心して生活でき年をとっていけるお手伝いができる会社になる

事業所名 児童発達支援　　ルック未来サライ 作成日支援プログラム


